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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は以下のとおりである。（1）グラスルーツ・トランスナ

ショナリズムの研究文脈を整理し、「トランスナショナル・コミュニティ・パースペクティブ」

の仮説群を明示したこと、（2）日本人のトランスナショナリズムを分析する研究枠組に「場所

形成（place making）」の概念を組み入れたこと、（3）この研究枠組からの事例研究を実施し、

都市社会学のテーマと接合したこと。 

 
研究成果の概要（英文）：The results can be as follows. (1)The theories of migrant 
transnationalism have reorganized as Japanese grassroots transnationalism theories and 
the hypothesis embedded in the “transnational community perspective” have been 
uncovered. (2) The concept of “place making” has been incorporated into the research 
frame of Japanese grassroots transnationalism. (3)The possibility of joining the research 
of Japanese grassroots transnationalism with the theme of “space making from below” 
in Urban Sociology has been opened. 
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１． 研究開始当初の背景 
 現代のグローバル化が地域社会に提起す
る問題として、外国人労働者や移民等いわば
国境を越えて移動する人々がもたらす人々
の就労機会の問題、外国人児童生徒問題、「エ
スニック・コミュニティ」あるいは「エスニ
ックネットワーク」の形成が提起する既存の
住民との軋轢など多文化コミュニティ化が
もたらす諸問題、多様性と統合などの問題が

ある。 
ところで、現在の「エスニック・コミュニ

ティ」を取り挙げる場合、それを同じエスニ
シティからなる閉鎖的なものとしてではな
く、国境を越えて広がるネットワークのなか
でいわばトランスナショナルな性格を持っ
たコミュニティとして成立していることを
忘れてはならない。だが、ここで言う「トラ
ンスナショナルなコミュニティ」とは、単に
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国境を越えて抽象的に拡大する情報網のな
かに拡散しているコミュニティではなく、移
動の「磁場」となる地域に、移動者及び先住
者それぞれの「場所」を求める衝突や異質な
文化同士の葛藤、そして「共生」への要請に
直面し、さらにこれまで「自明視」されてい
た既存の制度や生き方や価値観の問い直し
を要請される現実のコミュニティであるこ
とを忘れてはならない。いわば、地域社会に
おけるトランスナショナリズムの展開は、わ
れわれ日本人に、この状況をどう生き、乗り
越えていくかという課題を突き付けている
のである。これがまさに本研究の背景をなす
緊急の現実的課題である。だが、移民が日常
化している欧米諸国では地域社会における
多様性と統合の課題が主要な社会的テーマ
となっているのに比較して、日本社会におい
ても状況は極めて類似しているにもかかわ
らず、グローバル化が生み出すこうした現象
の社会学的研究は未だ多いとは言い難い。本
研究は、大量の移民を抱えたアメリカ合衆国
の現実経験の中から生まれた「トランスナシ
ョナリズム論」の検討を踏まえ、「日本人（日
本）のトランスナショナリズム」研究の「研
究枠組」を「トランスナショナル・コミュニ
ティ・パースペクティブ」として整理し、そ
の「枠組」が内包する諸仮説に目を配りつつ、
日本発のグラスルーツ・トランスナショナリ
ズム論の理論的検討と事例研究を実施する
ものである。 
 
２． 研究の目的 
 本研究の目的は二つである。第一点として
は、日本人のグラスルーツ・トラスナショナ
リズムを理解するための「分析枠組」の理論
的、現実的検討、が挙げられ、第二点として
は、この「分析枠組」を保障しさらに修正す
る、フィールドでの実態調査の実施が不可欠
である。第一点目の、日本人のトランスナシ
ョナリズムを分析する枠組みに関する理論
的検討、に関しては、一つには、これまでの
トランスナショナリズム論が生まれてきた
研究的思想的文脈を検討することと、二つ目
には、グラスルーツなトランスナショナリズ
ム論の「研究枠組」をなす「トランスナショ
ナル・コミュニティ・パースペクティブ」に
内在する仮説を、日本人のグラスルーツ・ト
ランスナショナリズムの「現実」に合わせて
再呈示することを意図した。第二点目の、フ
ィールドでの検証と修正と言う点に関して
は、①過去と現在における日本人の「グラス
ルーツ・トランスナショナリズム」の展開を
象徴する事例研究を実施し、上記の「研究枠
組」の有効性を確かめることを目的とした。 
本研究では、以上の目的を実現するために、

(1)理論研究編として、日本人のグラスルー
ツ・トランスナショナリズム論の研究枠組の

検討と、(2)事例研究編として、過去と現在に
おける「日本人のグラスルーツ・トランスナ
ショナリズム」の事例研究を実施する計画を
立てた。過去の事例としては、明治期日本人
移民の「初期トランスナショナリズム」とし
ての再解読、現代の日本社会における「グラ
スルーツ・トランスナショナリズム」の事例
研究としては移動の磁場での「トランスナシ
ョナル・コミュニティ」の事例研究、の実施
を計画した。最後の結論部分では、(3)結論、
として、トランスナショナリズム研究と都市
社会学との関係性、に関する三つの研究群を
実施することを目的とした。 
 
３． 研究の方法 
 上記のように本研究は、(1)理論編と（2）
事例研究編、(3)結論、から構成されるが、(1)
理論編におけるグラスルーツ・トランスナシ
ョナリズムの検討に際しては、次の二点に注
意しつつ検討作業を進めた。第一に、本研究
における「研究枠組」とは、純粋に理論的に
導出されるものというよりは、むしろ、フィ
ールドでの、日本人の「グラスルーツ・トラ
ンスナショナリズム」に関連する諸事実を整
理し、表現し、解釈するための「枠組」とい
う立場をとったということである。したがっ
て「研究枠組」と「事例研究」とは常にフィ
ードバックするという考え方に立っている。
第二は、事例研究を「方法論的トランスナシ
ョナリズム」と「経験的トランスナショナリ
ズム」という二つの研究方法を組み合わせる
形で実施したということである。「方法論的
トランスナショナリズム」とは、過去の移民
に関する歴史的事実やエスノグラフィック
な説明を、トランスナショナリズム論の観点
から読み直すという方法であり、「経験的ト
ランスナショナリズム」とは、現実のトラン
スナショナルな諸実践の諸事実や諸事例を
聞き取り調査や資料収集し、トランスナショ
ナリズム論の立場から解釈する方法である。
本研究の場合、過去と現在の「グラスルー
ツ・トランスナショナリズム」に通底する特
徴を描くことが目的なので、具体的には、明
治期布哇日本人移民の事例については、実際
の聞き取り調査のほかに「方法論的トランス
ナショナリズム論」の考え方に立ち、歴史的
で、エスノグラフィックな資料も重要な資料
として取り上げ、解釈するという方法を採用
した。無論、現在の日本社会における「トラ
ンスナショナル・コミュニティ」における調
査研究は、「経験的トランスナショナリズム」
の立場に立ち聞き取り調査を主な方法とし
た事例研究を実施した。 
 
４．研究成果 

  本研究は、日本人のグラスルーツ・トラン
スナショナリズム論の研究枠組を検討した



 

 

(1)理論編と、(2)事例研究編、（3）結論の三
つの部分からなる。 
（1）理論編の成果：理論編はタイトルをつ
ければ、「トランスナショナル・コミュニテ
ィ」と『場所形成（place making）』―研究
の文脈と「枠組」に関する考察―」というこ
とになる（執筆担当廣田康生：この成果の一
部は、「5．主な発表論文等」に掲載の②、④
参照）。主な研究成果としては以下の通りで
ある。①本研究の目的に従って、従来のトラ
ンスナショナリズム論の中から「移民トラン
スナショナリズム論」の定義、すなわち「移
民 が そ の 出 身 地 （ origin ） と 定 住 地
（settlement）の社会とを連結する、複雑に
縒りあわされた社会関係を育みそして維持
する諸過程」という定義を「グラスルーツ・
トランスナショナリズム論」の定義として再
確認し、本研究における「日本人のグラスル
ーツ・トランスナショナリズム論」を、「ト
ランスナショナル・コミュニティ」を生きる
人々の研究と位置付けたこと。以上のように
考えることで、「日本人のグラスルーツ・ト
ランスナショナリズム」を、グローバリゼー
ション論とは異なり、「場所」を重要な要素
として組み込む「研究枠組」構想の理論的準
備ができた。②以上の考察を前提に、「トラ
ンスナショナル・コミュニティ・パースペク
ティブ」を構成する視点のなかに、「場所」
研究の新たな視点すなわち「場所形成（place 
making）」の視点――人々は「場所」をどの
ように形成し、生きるのか、に注目する視点
―を組み込むことが出来た。この結果、「ト
ランスナショナル・コミュニティ・パースペ
クティブ」を「場所形成（place making）」
に関する社会的、政治的な諸過程の研究とし
て呈示することが可能になった。これは、本
研究を都市社会学の伝統的なテーマと接合
する可能性を開くものである。③「トランス
ナショナル・コミュニティ・パースペクティ
ブ」に内在する「現実認識」の「仮説」ない
し「前提」を、事例研究での結果と相互参照
させながら、取り出すことができた。その「仮
説」もしくは「前提」とは次の三つである。
第一の「仮説」：「トランスナショナル・コミ
ュニティ」は特定の場所に出現すること、第
二の「仮説」：「トランスナショナル・コミュ
ニティ」の編成原理の重層性、第三の「仮
説」：「トランスナショナル・コミュニティ」
は資本の論理とは異なる普通の人々の言わ
ばグラスルーツなレベルでの空間形成に注
目するものである、ということである。この
ことにより、「トランスナショナル・コミュ
ニティ・パースペクティブ」からの研究を、
資本の論理とは異なる「下からの（＝普通の
人々の）」都市空間形成に焦点を当てるもの
であるという立場を確認することができた。 
（2）事例研究編の成果：事例研究編は、① 

「初期トランスナショナリズムにおける場
所形成―越境の都市的世界と場所の繋がり、
場所の獲得―」（執筆担当廣田康生：成果の
一部は「5．主な発表論文等」に掲載した⑤
参照）、②「『移民宿』から見た初期トランス
ナショナリズムと『場所形成』（執筆担当藤
原法子：成果の一部は「5．主な発表論文等」
の③、⑥参照）、③「トランスナショナル・
コミュニティの形成と『場所の政治』（執筆
担当廣田康生：6 月現在未発表。ただし、廣
田の既発表論文を大幅に補筆修正して掲載
予定）、④「越境する場所とアイデンティテ
ィ―群馬県大泉町の『移民 1.5 世代』の『場
所形成」』」（執筆担当藤原法子：ここでの成
果は「5．主な発表論文等」の中の①参照）、
⑤「場所形成と『下からの』都市空間形成」
（執筆担当廣田康生：この成果の一部は、広
田研究室編『2012 年度社会調査実習の記録』
としてまとめてある）から構成される。 
 ①は、明治後期に山口県周防大島の属島沖
家室（おきかむろ）から布哇に移民し、ホノ
ルル・ダウンタウンの「推移地帯」（アアラ
街とカカアコ地区）を中心的な生活の「場所」
とした日本人移民の「トランスナショナル・
コミュニティ」における「場所形成」の事例
である。ここでは「方法論的トランスナショ
ナリズム」特に同コミュニティを「閉じた移
民コミュニティ」というよりは「初期トラン
スナショナリズム」の観点から再解釈を試み
た点、そして日本社会ではあまり紹介される
ことのないホノルルの推移地帯「カカアコ」
での日本人コミュニティの実態を紹介でき
たことである。 
 ②は、同じく布哇ホノルルに移動した日本
人世界を、移動を支え「記憶」させる「装置」
としての「移民宿」に焦点をあわせ、ここか
ら見えてくる人びとの移動と「場所形成」過
程の特徴を、「移動の経験の記憶」という観
点から描いた事例調査である。ここでの成果
は、①同様「方法論的トランスナショナリズ
ム」の立場に立ってこれまでほとんど研究例
がなかった「移民宿」を、「移動の経験を記
憶する場所」として新たな位置づけを行い、
生存者への丹念な聞取り調査から日本人の
「場所形成」過程を描いていることである。 
 ③は、1990 年から日系ブラジル人を外国人
労働者として受け入れた群馬県大泉町にお
けるトランスナショナル化の実態を、町政と
組み合わせて時期区分し、あわせて「トラン
スナショナル・コミュニティ」の形成過程に
おける、日本人住民と日系ブラジル人住民と
の間での、互いの「場所」の「意味付け」と
アイデンティティの「交渉」過程を、「場所
の政治」の展開として扱ったものである。こ
の「事例調査」の成果としては、「トランス
ナショナル・コミュニティ」の形成を地域政
治と結びつけて論じた点である。 



 

 

 ④は、③同様、群馬県大泉町をフィールド
として、トランスナショナリズム化の段階に
応じて、「移動 1.5 世代」がどのように「場
所形成」に関わり、場所へのアイデンティテ
ィを作り出していったのかに関する事例研
究である。ここでの成果は、「移民 1.5 世代」
を、親世代・祖父母世代の「移動の経験」と
異なる「記憶」を持ち、父母世代と異なる「出
処（origin）」に関する意識を持つ人々と定
義し、彼らが、地域の外からではなく、「地
域内存在」という立場から、ブラジルタウン
の形成に象徴される「場所形成」の動向のな
かで、一定の影響力を持ちだしたことを問題
提起したことである。③の場所の政治の指摘
と並んで、日本社会における「トランスナシ
ョナル・コミュニティ」の現在を示している
点が重要である。 
 ⑤は、都市社会学の分野では有名な新宿大
久保及び百人町に形成されているコリアン
タウンやイスラム・スポットに焦点を合わせ、
ここに形成されている人々の社会的集合お
よび、場所の獲得をめぐる衝突を、「トラン
スナショナル・コミュニティ」における「場
所形成」という観点から、主に聞き取り調査
をしたものである。この事例研究の成果とし
ては、第一に、従来「共生」過程に焦点を合
わせて行われてきた研究を、それぞれの移民
やエスニシティの「場所」への意味付けとそ
の衝突という点に焦点をあてて描いた点、第
二に、この聞き取り調査から、「必ずしも居
住の近接性に基づかない社会的凝集」として
の社会的集合や、領域化を図る人々による、
空間形成という、「トランスナショナル・コ
ミュニティ」の重層的な編成様態が提起され
ている点である。この問題は、本研究の結論、
将来への展望として重要である。 
（3）結論と展望の成果：「都市社会学と場所
形成論の今後―下からの都市論という構想
をめぐって―」（執筆担当廣田康生：成果の
一部は、「5．主な発表論文④参照）。本研究
の結論部分では、トランスナショナリズムと
場所形成のテーマを、都市社会学特に都市コ
ミュニティ論の提起した課題と接続させつ
つ考察した。特に、日本人のグラスルーツ・
トランスナショナリズム過程は、移動の磁場
としての都市的世界の中に、いくつもの「生
の物語」やアイデンティティと「場所形成」
をめぐる「物語」を紡ぎ出してきた。それは、
都市社会学特に都市コミュニティ論と都市
エスニシティ論が追究する都市的世界に関
する研究課題―特に「下からの都市論」のテ
ーマ―と接続することを問題提起して本書
の結語とした。各項目の箇所に、研究の意義
については記してきたが、最後に本研究の成
果として、①日本人のグラスルーツ・トラン
スナショナリズムの「研究枠組」を提示した
こと、②トランスナショナリズム研究の「枠

組」として「トランスナショナル・コミュニ
ティ・パースペクティブ」に内在する仮説を
日本人のトランスナショナリズムの現実に
あわせつつ、呈示したこと、③上記の理論を
担保する「事例研究」とその方法論を明示し、
さらに「トランスナショナル・コミュニティ」
の編成原理の重層性を、都市コミュニティ研
究の新たな方向性として呈示した点は、日本
発のトランスナショナリズム研究として、本
研究の成果のであると考える（なお、本研究
の成果は下記の雑誌論文として報告してい
るが、全体を書籍にて刊行する予定）。 
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